








〔要約〕札幌市における神経芽細胞腫マス・スクリーニングで約 10 万人の乳児尿について

検査を行い、18 例を発見治療した。発見頻度は 5,584 人に 1人であった。またスクリーニ

ングを受けなかった約3万人から4人の発病例があり、約7,500人に1人の頻度であった。

今までえられた成績から本腫瘍の自然経過を 4型に分類した。 

尿中 VMA、HVA 値による真陽性、偽陽性の判別について検討した結果、ベクトル和で 34 で

切ると最もきれいに判別しうるという結果をえた。 


